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はっぴぃバス事業評価について

１ 事業の目的

２ 利用状況

※ 収支状況

事業の目的に
沿っているか

利用者は増
えているか

収支率は？

利用の面から

経費の面から
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はっぴぃバスの事業指標

項目 指標 備考

事業の目的 公共交通空白地域の解消

多様な世代の外出支援 乗込み調査、祝日運行等

利用状況 利用状況（北東コース）
1便あたりの乗車人員
11.3（人/便）

利用状況（西コース）
1便あたりの乗車人員
11.3（人/便）

利用状況（北西コース）
1便あたりの乗車人員
11.3（人/便）

＜参考指標＞
収支状況

収支率（全体）
前年度収支率と比較して改善さ
れたか



⚫ 事業の目的が達成されているかを評価

事業目的は、

①公共交通空白地域等の解消

②多様な世代の外出支援

6

１．事業の目的に関する評価

事業目的 評価

公共交通空白地域等
の解消

事業前後で交通空白地域の解消度合を比較
（以後、変化がないか定期的に検証）

多様な世代の
外出支援

利用者の外出頻度の状況を調査
はっぴぃバスがどの程度貢献しているか検証

⚫ 事業目的ごとに以下のような評価を実施



①公共交通空白地域等の解消

7

市街化区域
面積

公共交通
空白地域面積

解消率

958ha 111ha 88.4%

バス
駅

200m未
満2便/時
以上

200m未
満2便/時
未満

200m以
上

500m未
満

公共交通
利便地域

500m以
上1km
未満

公共交通
検討対象
地域

1km以
上

公共交通
空白地域

はっぴぃバスのみの停留所：
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②多様な世代の外出支援
（アンケート結果から）

○回答者は女性のほうが多く、60歳以上の方が約80％を占める。

⚫ はっぴぃバス利用者にアンケートを実施

・アンケート実施日：令和6年10月21日(月)～10月24日(木)

・回答者：150人（各コース50人程度）

0% 10% 20% 30% 40%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代以上

乗車客属性

男性(28％)

女性(72％)

50代以下：21%
60代以上：79%
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②多様な世代の外出支援
（アンケート結果から）

○お出かけ頻度は昨年度より増加している。はっぴぃバスでのお出かけ頻
度はほぼ横ばいである。

33% 23%

19%

11%

4%

15%

17%

9%

23%

9%

27% 10%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

はっぴぃ

お出かけ頻度（全体/はっぴぃバス）
ほとんど毎日
週5日
週4日
週3日
週2日
週1日
それ以下
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3.2
4.5

1.9 2.1 2.1 1.9 1.9 1.9 2.1 2.0 2.1 2.4
0

7
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お出かけ頻度遷移

全体 はっぴぃ
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○「通院（含デイケア）」や「買物」が多い状況である。

②多様な世代の外出支援
（アンケート結果から）
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41 
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○はっぴぃバスが無くなった場合の負担として、「金銭」と「身体」が同程度
で最も多い。

②多様な世代の外出支援
（アンケート結果から）

79 

9 

75 

16 

17 

金銭

家族

身体

時間

特になし

0 20 40 60 80 100

負担種別(n=150,MA196) 
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○近年では「金銭的な負担」と「移動のための身体的負担」の割合が多い
傾向にある。

②多様な世代の外出支援
（アンケート結果から）
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▲2.0

○お出かけ回数が減ると考える利用者が６１％となっている。

②多様な世代の外出支援
（アンケート結果から）

減る

61%

変わら

ない

39%

お出かけの変化

4.3 

2.3 

現在

減った後

（回/週）

お出かけ回数の変化
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○はっぴぃバスが無くなった場合、週に約1～2回おでかけが減る。

②多様な世代の外出支援
（アンケート結果から）
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○代替手段として「路線バス」が最も多くなっている。

②多様な世代の外出支援
（アンケート結果から）

(件)

29 

9 
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6 

2 

徒歩

自転車
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代替手段（n=150,MA192)
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○平成28年度から祝日運行を行っているが、平日と比較すると大幅に少
ない状況。

※年末年始特別運行 平成21年度～
※祝日運行 平成28年度～

②多様な世代の外出支援【祝日運行】
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２．利用状況に関する評価

○令和４年度以降についてはコースの増加及び新型コロナウィルス感染
症に係る行動制限が緩和されたことにより利用人数も増加した。
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＜参考＞収支状況に関する評価①

○利用者数の増加により収支率は回復しているが、運行経費も増加傾向
にあるためコロナ禍前までは回復していない。
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＜参考＞収支状況に関する評価②

○燃料費や人件費といった運行にかかる経費について、総額、kmあたりの
額はともに上昇傾向にある。
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はっぴぃバスの事業評価

項目 指標 令和５年度 判定

事業の目的 公共交通空白地域の解消 解消率 88.4% ○

多様な世代の外出支援
週4.5回のお出かけのうち、

週2.4回のお出かけで
はっぴぃバスを利用

○

利用状況
利用状況（北東）1便あたり
の乗車人員11.3（人/便） 11.９人 ＞ 11.3人 〇

利用状況（西）1便あたりの
乗車人員11.3（人/便） 10.8人 ＜ 11.3人 ×

利用状況（北西）1便あたり
の乗車人員11.3（人/便） 10.4人 ＜ 11.3人 ×

利用状況（全体）1便あたり
の乗車人員11.3（人/便） 11.0人 ＜ 11.3人 ×

＜参考指標＞
収支状況

収支率（全体）前年度収
支率と比較して改善されたか 22.4% ＞ 16.7% ー

〇利用状況については回復傾向にあり、通院、買物といった生活に必要な目的
での利用での役割も果たしている。
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令和６年度の利用状況＜参考＞

〇令和６年７月までの利用状況では１便あたりの利用者数の指標は達成して
います。
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⚫ 東部バスの事業評価について
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東部バスの事業指標

項目 指標 備考

事業の目的 通勤定期利用者数

多様な世代の外出支援 乗込み調査

利用状況 利用状況 1便あたりの乗車人員

＜参考指標＞
収支状況

収支率
前年度収支率と比較して改善さ
れたか



⚫ 事業の目的が達成されているかを評価

事業目的は、

①通勤利用

②多様な世代の外出支援

24

１．事業の目的に関する評価

事業目的 評価

通勤利用 通勤定期券利用者数

多様な世代の外出支援
利用者の外出頻度の状況を調査
東部バスがどの程度貢献しているか検証

⚫ 事業目的ごとに以下のような評価を実施
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①通勤定期利用者数

○通勤定期の利用は昨年度と比べて微増しており、グランドパスの利用
者は昨年度と比べて大幅に増加している。
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②多様な世代の外出支援
（アンケート結果から）

○回答者は女性のほうが多く、60歳以上の割合が多いが、はっぴぃバス
と比較すると50歳以下の利用者割合は多い。

⚫ 東部バス利用者にアンケートを実施

・アンケート実施日：令和6年11月5日(火)

・回答者：50人
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80代以上

乗車客属性

男性(34％)

女性(66％)
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60代以上：72%
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②多様な世代の外出支援
（アンケート結果から）

○お出かけ頻度4.4（回/週）のうち、東部バス利用回数は3.1 （回/
週）であり、お出かけの1/2以上は東部バスを利用している。
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②多様な世代の外出支援
（アンケート結果から）

○買い物の割合が多くなっているが、通勤・通学に関しても一定数の利用
がある。
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②多様な世代の外出支援
（アンケート結果から）

○東部バスがなくなった場合の負担として、「身体」が最も多く、次いで「金
銭」となっている。
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お出かけ回数の変化
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②多様な世代の外出支援
（アンケート結果から）

○７０％の方が東部バスが無くなった場合にお出かけ回数が減少する。
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2．利用状況の評価

○令和3年度以降は新型コロナウィルス感染症に係る行動制限が緩和さ
れたことにより回復傾向にある。
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＜参考＞収支状況に関する評価①

○昨年度と比較すると、収支率も改善傾向にある。
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＜参考＞収支状況に関する評価②

○燃料費や人件費といった運行にかかる経費について、総額、kmあたりの
額はともに上昇傾向にある。
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東部バスの事業評価

項目 指標 令和５年度 判定

事業の目的 通勤定期利用者数 3,465/年 ＞ 3,242人/年 〇

多様な世代の外出
支援

50代以下の利用者がはっぴぃバスよりも多い ○

利用状況
利用状況
1便あたり利用者数 7.5人 ＞ 6.9人/便 ○

＜参考指標＞
収支状況

収支率
前年度収支率と比較
して改善されたか

29.4% ＞ 28.3% ー
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⚫ はっぴぃバスの事業評価について

⚫ はっぴぃバス「西の京」バス停の移設について

⚫ 駐車場事業について
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⚫ 東部バスの事業評価について



はっぴぃバス運行間隔の変更案について

バスなどの自動車運転者について、労働時間等の労働条件の向上を図るた
め、その業務の特性を踏まえ、全ての産業に適用される労働基準法では規
制が難しい拘束時間、休息時間、運転時間等の基準を定めている。

「自動車運転者の労働時間等の改善のための基準」（改善基準告示）

・連続運転時間：1回がおおむね連続10分以上で、かつ合計が30分以上の
運転の中断をすることなく連続して運転する時間。

・連続運転時間は４時間以内。
・運転開始後４時間以内又は４時間経過直後に、３０分以上運転を中断し
て、休憩等を確保しなければならない。

・運転の中断は、１回が連続１０分以上としたうえで分割することもでき
る。

連続運転時間

※改善基準告示より抜粋

36第5回地域公共交通協議会資料より
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現状の課題

はっぴぃバス現行ダイヤの「約50分運行して10分休憩」で4便ずつ運行する

ことは基準を満たすものの、道路状況等によってバスが遅延し、10分の休憩

が取れないこともある。

基準上、30分の休憩を分割することはできるが、連続10分未満の休憩は基準
を満たさない

→ 連続して10分休憩しないと、基準上は休憩にならない

運行ダイヤに余裕を持たせ、運転士の労働条件の改善を図る

＜変更案検討の前提条件＞
・運転士が1人でも1日運行できるダイヤ設定とする
・JR長岡京駅から大山崎営業所までの回送は片道20分を見込む
・休憩時間は大山崎営業所で30分、1時間確保する
・今回は最小限のダイヤ変更に留める
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運行間隔変更案

案 コース

北東コース AM AM AM AM PM PM PM PM

西コース AM AM AM AM PM PM PM PM

北西コース AM AM AM AM PM PM PM PM

北東コース AM AM AM AM PM PM PM PM

西コース AM AM AM AM PM PM PM PM

北西コース AM AM AM AM PM PM PM PM

北東コース AM AM AM AM PM PM PM PM

西コース AM AM AM AM PM PM PM PM

北西コース AM AM AM AM PM PM PM PM

北東コース AM AM AM AM PM PM PM PM

西コース AM AM AM AM PM PM PM PM

北西コース AM AM AM AM PM PM PM PM

19時

現行

案②

16時 17時 18時

案③

案①

13時 14時 15時7時 8時 9時 10時 11時 12時

1時間10分 1時間10分1時間40分

1時間10分 1時間40分

1時間40分 1時間10分

2時間
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1,695 1,562 1,555 
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その他
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はっぴぃバス乗降客数（①北東コース）

1,979人

2,367人

2,496人

1,699人

920人

759人
656人

308人

447人

499人

1,211人

1,730人

1,990人
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はっぴぃバス乗降客数（②西コース）

2,020人

2,467人 1,973人

2,014人

632人 528人

670人

456人

647人

967人 1,596人

1,906人

1,348人
1,341人

1,745人
1,434人



962 
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はっぴぃバス乗降客数（③北西コース）

1,950人

2,452人

2,021人
1,671人

524人 759人
468人

351人

675人

1,386人

1,448人
1,470人

1,721人 1,630人
1,435人

1,426人
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はっぴぃバス乗降客数（全体）

5,949人

7,286人 6,490人 5,384人

2,076人

2,046人 1,794人

1,115人

1,769人

2,852人 4,255人 5,106人

5,059人
4,504人 4,624人

4,214人

駅等への利用が多い

駅等からの
利用が多いどちらの需要も一定数ある
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はっぴぃバス乗降客数（全体）

3便 3便2便

3便 3便 2便

2便 2便2便 2便

案①

案②

案③

案①

案②

案③

3便 3便2便

3便 3便 2便

2便 2便2便 2便
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利用者アンケート結果（参考）

夜よりも、昼間（12時～13時台）の運行を希望される方が多い。

Q．はっぴぃバスの運行間隔変更を検討していますが、今走っていない時間帯
のうち、走れば利用する時間帯はありますか？

93 

19 

34 

4 

昼（12～13時台）

夜（18時台～）

特になし

その他

0 20 40 60 80 100

運行間隔変更について（n=150）
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運行間隔変更の候補について

＜利用状況＞
・全体を通して午前中の利用者が多い
・1～3便目までは行き利用（住宅地から目的地）が多い
・4便目はどちらも拮抗、5便目以降は帰り利用（目的地から住宅地）が多い

＜変更案の選択＞
・夜の需要は少ないため、終バスの時間は繰下げ過ぎない
・朝の便を繰下げると終バスが繰下がるため、上記の利用状況から1～3便目は
維持し、4便目もなるべく早い時間に運行する

・1日の中で利用の多い午前から昼間にかけての時間帯に運行本数が多くなる
ように設定

案②（3・2・3便）

＜変更案検討の前提条件＞
・運転士が1人でも運行できるダイヤ設定とする
・JR長岡京駅から大山崎営業所までの回送は片道20分を見込む
・休憩時間は大山崎営業所で30分、1時間確保する
・現利用者への影響を考慮し、最小限のダイヤ変更に留める
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ダイヤ例

北東コース 西コース 北西コース

現行
ダイヤ

ＪＲ 10:40 ＪＲ 11:00 ＪＲ 11:20

滝ノ町 10:54 河陽が丘一丁目 11:14 角宮神社 11:35

千春会病院 11:08 高台西 11:24 うぐいす台西 11:45

済生会病院 11:16 済生会病院 11:36 済生会病院 11:56

長岡天神駅 11:23 長岡天神駅 11:43 長岡天神駅 12:03

ＪＲ 11:29 ＪＲ 11:49 ＪＲ 12:09

新ダイヤ
（案）

ＪＲ 11:40 ＪＲ 12:00 ＪＲ 12:20

滝ノ町 11:54 河陽が丘一丁目 12:14 角宮神社 12:35

千春会病院 12:08 高台西 12:24 うぐいす台西 12:45

済生会病院 12:16 済生会病院 12:36 済生会病院 12:56

長岡天神駅 12:23 長岡天神駅 12:43 長岡天神駅 13:03

ＪＲ 12:29 ＪＲ 12:49 ＪＲ 13:09

4便目 一部抜粋
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ダイヤ例

北東コース 西コース 北西コース

現行
ダイヤ

ＪＲ 13:30 ＪＲ 13:50 ＪＲ 14:10

長岡天神駅 13:36 長岡天神駅 13:56 長岡天神駅 14:16

済生会病院 13:43 済生会病院 14:03 済生会病院 14:23

千春会病院 13:51 高台西 14:13 うぐいす台西 14:34

滝ノ町 14:05 河陽が丘一丁目 14:25 角宮神社 14:44

ＪＲ 14:19 ＪＲ 14:39 ＪＲ 14:59

新ダイヤ
（案）

ＪＲ 12:40 ＪＲ 13:00 ＪＲ 13:20

長岡天神駅 12:46 長岡天神駅 13:06 長岡天神駅 13:26

済生会病院 12:53 済生会病院 13:13 済生会病院 13:33

千春会病院 13:01 高台西 13:23 うぐいす台西 13:44

滝ノ町 13:15 河陽が丘一丁目 13:35 角宮神社 13:54

ＪＲ 13:29 ＪＲ 13:49 ＪＲ 14:09

5便目 一部抜粋
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スケジュール

令和6年12月 協議会で承認

令和6年12月～ 運輸支局へ申請

令和7年3月 新ダイヤで運行開始

令和7年2月 広報紙等で周知（時刻表全戸配布）



⚫ はっぴぃバス運行間隔の変更について

アウトライン

⚫ はっぴぃバスの事業評価について

⚫ はっぴぃバス「西の京」バス停の移設について

⚫ 駐車場事業について
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⚫ 東部バスの事業評価について



はっぴぃバス「西の京」バス停の移設について

西の京
（北東コース）

「今里」方面

「角宮神社前」方面

「滝ノ町」方面

50

現在の「西の京」バス停が資源ごみステーションと重なっている等の問
題があり、西の京自治会から移設の要望書が提出されたため、下印田交
差点近辺への移設を検討。

経緯

1380㎜

1200㎜

50



はっぴぃバス「西の京」バス停の移設について

西ノ京・バス停
（現在）

「今里」方面

「角宮神社前」方面

「滝ノ町」方面

5151

約90ｍ

約40ｍ

約110ｍ

約100ｍ

Ａ：西の京・南行き
（候補地）

Ｂ：西の京・北行き
（候補地）

下印田交差点近辺の地権者と協議を進めた結果、下記の場所を移設後の
バス停候補地とする。
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はっぴぃバス「西の京」バス停の移設について

ア
サ
ワ
ハ
イ
ツ

下印田Ａ：西の京・南行き
（候補地）

①

②
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はっぴぃバス「西の京」バス停の移設について

3250㎜

5000㎜

① ②
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はっぴぃバス「西の京」バス停の移設について

ア
サ
ワ
ハ
イ
ツ

Ｂ：西の京・北行き
（候補地）

②

①
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はっぴぃバス「西の京」バス停の移設について

3030㎜

5000㎜

① ②



⚫ はっぴぃバス運行間隔の変更について

アウトライン

⚫ はっぴぃバスの事業評価について

⚫ はっぴぃバス「西の京」バス停の移設について

⚫ 駐車場事業について

56

⚫ 東部バスの事業評価について



市営駐車場事業について

・計画期間5年（令和10年まで）
・本市の交通マスタープラン
・現状を踏まえて、利便性の向上と
将来にわたって持続可能な地域公共
交通ネットワークの再構築・再整理
を目指す

長岡京市地域公共交通計画

57

・令和6年度末事業債償還終了
・令和7年度より一定の余剰金の発生
・余剰金は新たな基金も設置しながら
公共交通の維持・確保に充てる事で
広く市民に還元していく方針

市営駐車場事業

全体の方向性

地域公共交通計画の方針・成果指標を踏まえた
関連事業の展開及び駐車場余剰金の活用

地域公共交通計画を推進する事が、地域公共交通の維持・確保に資する事となる。



市営駐車場事業について

58

基本方針 施策の柱 実施中の施策

1.市民の移動を支
える交通システ
ムの維持・構築

幹線ネットワークの維持 ・利便性向上・利用促進策

既存コミュニティバスの運行 ・はっぴぃバス、東部バスの運行

タクシーサービスによる移動ニーズへの
対応

・タクシー乗継事業
・愛のタクシー事業

2.自家用車に頼ら
ず、歩いて暮ら
せる公共交通中
心のまちづくり

駅周辺まちづくりとの連携 ・阪急長岡天神駅周辺整備

自転車利用環境整備との連携 ・矢羽根の整備
・駐輪場管理運営事業

徒歩・自転車と公共交通利用を促すソフ
ト施策の推進

・免許返納支援事業
・定期券等購入補助事業

・モビリティ・マネジメントの取組み

3.公共交通をみん
なで活用し、維
持する体制の構
築

多様な主体で維持・活性化する仕組みづ
くりと意識の醸成 ・はっぴぃバス済生会無料

既存の枠組みにとらわれない地域公共交
通のあり方検討

・事例調査・研究



市営駐車場事業について
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指標 現況 目標値 関連施策

交通空白地の解消率 88％ ⇒ 88％ ・はっぴぃバス・東部バスの運行

タクシーの市内配車台数 63台 ⇒ 63台

(参考)阪急バス長岡京線の収支状況 1(2023) ⇒ 1.3

自動車分担率 通勤・通学 25.2% ⇒ 23.0% ・定期券等購入補助事業

買物 45.1% ⇒ 41.0%

通院 34.6% ⇒ 31.0% ・はっぴぃバス済生会無料

免許返納者に占める日常的に運転してい
た人の割合

47% ⇒ 50% ・免許返納支援事業

グランドパスの保有者数 333人 ⇒ 500人 ・定期券等購入補助事業

タクシー乗継事業の利用件数（年間） 2003件 ⇒ 3500件 ・タクシー乗継事業

自転車ネットワーク優先路線整備状況 7.7km ⇒ 18km ・矢羽根の整備

鉄道駅の1日利用者数（市内3駅） 37000人 ⇒ 37000人

路線バスの利用者数（年間） 150万人 ⇒ 150万人

コミバス等の利用者数 はっぴぃバス 10人/便 ⇒ 11人/便

東部バス 7人/便 ⇒ 10人/便

タクシーの利用者数（年間） 47万人 ⇒ 47万人 ・タクシー乗継事業



現状 • コミバスや東部バスの運行によりネットワークの維持に寄与している。
→喫緊の課題である担い手不足の問題に対して具体的な取組みはない。
• 高齢者をメインターゲットとした施策は、比較的充実している。
→若年世代向けの施策は、高齢者向けの施策と比べ規模は小さい。
→直接に現役世代をターゲットとした施策はない。
• 利便性向上・利用促進につながる施策を複合的に展開している。
→利用者数の増加に直結する施策はない。

方針

市営駐車場事業について

駐車場余剰金の活用により地域公共交通計画
を補完する取り組み・施策を展開

60

課題 ・担い手確保に向けた取り組み
・若年・現役世代へ向けた取り組み
・利用者数の増加につながる取り組み


